
第６学年社会科指導略案 
日  時 平成２９年１２月１２日（火）５校時 

指導学級 ６年１組 男１５名女１６名計２７名 

指 導 者 菅 野  純 
 

  消費者教育の視点 

・よりよい意思決定能力を身に付ける。 

・「欲しいもの」「必要なもの」の２つの視点から、消費行動を考える。 

・生活を設計・監理する能力を身に付ける。 
 

（１）目標 

○「欲しいもの」と「必要なもの」の 2つの視点を持ち、現代の生活で必要なものは何か考えるこ

とができる。 

（２）展開 

段階 学習内容・活動 留意点（※） 評価（☆） 

導
入 

一
〇
分 

１ 既習事項の確認 

 ・戦後、産業が大きく発展したことを確認

する。 

 

２ 学習課題の把握  

産業が発展するにつれて、人々の生

活はどのように変化したのだろう。 
 

・敗戦後、独立を回復し、東京オリンピックを

開くまでの間に、産業が急速に発展していっ

たことを確認する。 

展 
 

開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
五
分 

３ 予想 

・高速道路 ・新幹線 ・飛行機 

 

４ 学習問題の追究 

（１）東京オリンピック以降の変化をまとめ

る。 

・新幹線、高速道路の整備 

・外国との貿易、工業国へ 

・都市の人口増加、若者の流入 

・高度経済成長と公害 

 

（２）便利で快適なくらしへの変化 

・三種の神器。 

・３Ｃ。 

 

（３）今の時代の三種の神器を考える。 

 

 

 

 

※教科書資料ア「東海道新幹線の開通」、資料

イ「高速道路の建設」からモノの移動が増え、

経済の発展につながることを想起させる。 

 

※５年生での公害の学習を想起させる。 

 

 

※教科書資料ウ「電気製品を選ぶ人々」・エ「デ

パートのクーラー売場」・オ「電気製品の普

及」を関わらせて考えさせる。 

 

※生活に「欲しいもの」と「必要なもの」とい

う視点で考えさせる。 

☆現代の生活に不可欠な三品を考えている。

（観察、発言） 

 

終 

末 

一
〇
分 

５ 学習のまとめ 

（１）予想と学習内容の比較。 

（２）学習問題に対するまとめ。 

（３）次時の予告を行う。 

 

 

 

 

☆学習内容を、学習した言葉を使ってまとめて

いる。（観察、ノート） 

 

産業が発展して、日本は世界有数の工

業国になり、国民のくらしが向上した。

一方で、公害問題も起こった。 



実践後の考察 
 

１ 授業で出た児童の考え 

スマートフォン、パソコン、４Ｋテレビ、録画できるテレビ 

ルーター、露天風呂、広い庭、 

 

２ 成果 

・戦後の産業の発展について学習した後の活動として、「現代版三種の神器」を考える学習

を設定したことで、学習したことを活用して考えることができた。 

３ 課題 

・本時の中で、戦後の産業の発展を学習した後で「現代版三種の神器」を考える学習内容を

考えたが、時間の確保が難しかった。２時間扱いにするなどの工夫が必要だった。 

・「三種の神器」や「３Ｃ」が当時の生活の中で努力すれば手に届くという夢の商品であり、

新しい生活の象徴であったという点の抑えが不十分であったがために、高価なもしくは家

にない欲しいものという捉えになってしまったグループがあった。何を考えさせたいのか

が明確になるような発問を考える必要があった。 

・過去の「三種の神器」や「３Ｃ」を踏まえて、「現代版三種の神器」を考えさせようとし

たが、子どもたちの思考の手助けとなる資料が不足していた。４の改善のための資料にあ

るような比較資料を提示することで、子ども達は、物価や生活の中で必要なものなどを基

準に選択することができたのではないかと考える。 

４ 改善のための資料 

   


